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金 井 敏

■2023年6月23日
■埼玉県民生委員・児童委員協議会主催研修
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● S57～H12年 群馬県社会福祉協議会に勤務

■群馬県民生委員児童委員協議会事務局を担当
→組織改革の実施（部会の見直し，広報委員会・ 研修委員会の設置）
→研修「自ら学ぶ」「参加して学ぶ」 ｢仲間とともに学ぶ｣

● H12年～現在 全社協・全民児連委員会に携わる

★ 義母が民生委員を２期務める（高崎市）
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●地域版活動強化方策

⇒

一人ひとりの

思いを大切に

した民児協の

活動方針

3



重点３

重点２

100周年活動強化方策～重点活動

重点１

地域づくり，
地域団体等
とつながり

個別支援
ニーズ発見

民児協強化
人材育成

誰もが孤立せず、地域のなかで笑顔で生活を送ることができる
ようにするためには、希薄化しがちな人と人とのつながりを強化
し、地域の力によって誰もが支えあえる社会を創っていくことが
大切。そのため、これまで以上に地域の幅広い関係者と連携し、
人びとに働きかけ、｢わがまちならでは｣の仕組みづくり、取り組
みを進める。

さまざまな課題を抱えながら、助けを求める「声を出せない
人」、｢声を出さない人」が少なくない。こうした人びとを早期
に適切な支援につなげるために、幅広い人びとと連携・協働し、
｢気になる人」を早期に把握する。
また地域において必要な支援やサービスについて、民生委員・
児童委員だからこそ可能な提案、提言を積極的に行なう。

現在、民生委員・児童委員制度は、なり手不足、住民の認知度
低下等、種々の課題に直面している。こうした課題を解決し、民
生委員・児童委員制度をさらに発展させていくために、民児協に
よる委員支援機能を強化するとともに、地域の人びとの理解を進
め、なり手確保の「すそ野」を広げる。
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地域版方策手引き作成委員会で

●100周年活動強化方策はできたけれど…
→地域でどのように展開するのか
→これまでのトップダウンで良いのか

●民児協定例会は事務連絡が多い…
→委員一人ひとりの声を聴いているか，受け止
めているか

●社会的孤立状態を5人に1人が対応している…
→対象者の情報や対応方法，社会資源について
委員同士で情報を共有しているか

●委員は1期・2期が多い…
→民児協活動は受け継がれているか
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全民児連
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提案 提案

提
案

これまでの「活動強化方策｣
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支援

支援

全民児連
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単位民児協
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ワークシート
作成方法

集約 支
援

集約

委員個人
●〇〇〇〇〇
■■■■

■■■■■■■■■■
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共有
集約

単位民児協が主役の｢活動強化方策｣
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「地域版活動強化方策」の意義と留意点

1.作成の意義
●仲間意識と継続意欲を高めることができる。
●民児協がもつネットワークを豊かにできる。
●｢自分だけではない｣がわかり，安心感が生まれる。
●｢自主性｣と｢自信｣を持つことができる。
●課題の多い地区のサポート体制を整備できる。
●取り組みの優先順位を決めることができる。
●民児協の主体性が発揮できるようになる。

2.作成の留意点
●｢私｣と｢私たち｣の活動強化「方針」であること。
●一人ひとりの今のありのままの思いや考えを書く。
●評価をしなくて良い。
●冊子は作らなくて良い。完成品より過程が大事。
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「地域版活動強化方策」作成方法の例

1.ワークシートA･Ｂ･Ｃを理解する
●ワークシートＡ：地域の実情を確認する。
●ワークシートＢ：地域の課題を確認する。
●ワークシートＣ：活動強化方策を確認する。

２.個人作業→定例会でのグループ作成
●まず委員個人が自分の思いや把握内容を記入する。
●定例会で個人の思いや把握内容を共有する。
●単位民児協としての思いや方針を作成する。

３.作成の留意点
●個人とグループの作業用の補助シートを活用する。
●作業は複数回に分けて行う。グループ作業は1回当
たり15分～20分程度として，定例会の時間で行え
るよう工夫する。 9



地域の実情，委員の思い→ワークシートＡ
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地域の個別課題→ワークシートＢ
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民児協の方針→ワークシートＣ
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1月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

定例会で年間を通じて取り組んでも良い
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●地域版活動強化方策
作業を体験してみま
しょう
■ワークシートA

■ワークシートB

■ワークシートC

⇒活動方針(スローガン)
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● ワークシートA-１の①・②・③・④を(ア)に
記入します。

個人作業

( )時( )分まで

● ワークシートA-１から④を取り上げて，グル
ープ内で情報を共有します(イ)。メンバーの発
表を聞いて，グループとして大切にしたい意見
や感想などをまとめましょう(ウ)。

グループ討議

■ワークシートA－1
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● ワークシートA-2を記入します(ア)。

個人作業

( )時( )分まで

● グループ内でメンバーが記入した情報を共有
・集計します(イ)。メンバーの発表や集計をも
とにして，担当区域の特徴や他地区との違いな
どをまとめましょう(ウ)。

グループ討議

■ワークシートA－2
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● ワークシートA-3を記入します(ア)。自身が関わっ
たことのある機関や団体だけを記入してください。

個人作業

( )時( )分まで

● グループ内でメンバーが記入した情報を共有
・集計します(イ)。メンバーの発表や集計をも
とにして，メンバーが関わっている機関や団体
について感想を出し合いましょう。

グループ討議

■ワークシートA－3
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③
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ワークシートＡ-３ 活用例
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● ワークシートＢを記入します(ア)。自身が関わった
ことのある課題項目に〇をつけて， 「現状」「今，
取り組んでいること」「今後，取り組んでいくこと」
「連携する機関」を記入してください。

個人作業

( )時( )分まで

● メンバーが記入した情報を共有・集計します(イ)。

● 課題について一つだけ取り上げて，グループでシー
トをまとめてみましょう(ウ)。

グループ討議

■ワークシートＢ
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⑥
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● ワークシートＢ(ア)に書かれた情報をもとにして，
ワークシートＣ（ア）を作成します。

個人作業

( )時( )分まで

● メンバーが記入した情報を共有・集計します(イ)。

● 課題について一つだけ取り上げて，グループでシー
トをまとめてみましょう(ウ)。

グループ討議

■ワークシートＣ

※ワークシートＣは重点1・重点2・重点3に分かれています。ワークシートBに書
かれた情報のうち「今，取り組んでいること」と「今後，取り組んでいくこと」
の2つの項目について，ワークシートＣの重点1・重点2・重点3の該当する重点
に振り分けて転記します。
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全民児連100周年「地域版活動強化方策」作成の手引き
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⑧
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● ワークシートＣ(まとめ)でまとめた内

容について，さらにワークシートDを使

って，内容を整理して作成します。

● すべての重点や項目を埋める必要はあ

りません。

グループ討議

〇時〇分まで
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〔追加〕ワークシートＤの活用
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ワークシートＣ-② ワークシートＤ

転記し
ます
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転記します
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● 重点を推進するために，各グループのスロ
ーガンをＡ4用紙に記入します。

● スローガンは，ワンフレーズで書きます。

● 地域版活動強化方策の作業とグループ討議
を通じての感想を出し合います。地域版活
動強化方策の活用方法について話合いまし
ょう。

グループ討議

〇時〇分まで
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〔追加〕スローガンの作成
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●県・市町村民児協
の役割について
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市町村版方策の策定の流れ

市町村版方策
を作成している

はい
●新しく作成する
必要はありません

い
い
え

●市町村版の方策の
作成方法を検討する
◆方策の理解
◆作成のプロセス
◆年度の事業計画
◆地域福祉計画・活動

計画との連動

◆全民児連との整合性
◆県・単位民児協への

フィードバック
◆地域福祉計画・活動

計画との連動

●単位民児協版
の作成支援
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ボトムアップで市町村版をつくる

地域づくり，
地域団体等
とつながり

個別支援
ニーズ発見

民児協強化
人材育成

Ａ地区版方策

Ｂ地区版方策

Ｃ地区版方策

共通実践

重点項目
を抽出

○市町村版方策
①

Ａ地区版方策

Ｂ地区版方策

Ｃ地区版方策

共通実践

重点項目
を抽出

○市町村版方策
②

Ａ地区版方策

Ｂ地区版方策

Ｃ地区版方策

共通実践

重点項目
を抽出

○市町村版方策
③
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市町村民児協の役割

1．単位民児協版方策の作成を支援する。

●市町村民児協の役員会で地域版方策の作成方針について協議する。

●同役員会で作成の内容や手続きについて協議する。

●単位民児協から作成の相談に応じ，必要に応じて研修会を開くなど支援する。

●市町村の福祉データや資料などを単位民児協へ情報提供する。

●単位民児協版方策を集約し，市町村内で方策を共有するとともに，地域内に広
報する。

2．市町村版方策を作成する。

●単位民児協版方策を集約し，市町村版を作成する。

●市町村地域福祉計画・活動計画との整合性や提言などを検討する。

3．県民児協への報告など市町との連携を図る。
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県民児協の役割と留意点

1．単位民児協版・市町村版方策の作成を支援する。

●単位民児協版→市町村版→県版というボトムアップが図れる仕組
みをつくる。

●市町村民児協からの相談に応じ，必要に応じて研修会を開くなど
支援する。

●市町村版方策を集約し，県内で方策を共有するとともに，地域内に
広報する。

2．県版方策を作成する。

●単位民児協版・市町村版方策を
集約し，県版を作成する。

●全民児連版との整合性を検討する。

●県地域福祉支援計画・社協計画との
整合性や提言などを検討する。
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■12地区の活動強化方策の作成（令和3年）
○全体研修→定例会で検討
〇ブロック研修で策定中の活動強化方策を教材に講師から
助言を受ける

■市民児協活動強化方策の作成（令和4年11月）
○単位民児協から各1名の委員を選出し「策定会議」を立ち
上げ

○単位民児協の活動強化方策を資料に，整合性を図る
〇12人の委員は各地区の代弁

■活動強化方策を活用した新任委員研修（令和4年12月）
○委員活動に対する思いや心構え，地域連携など取り組む
目標を共有

■役員会議で意思統一（令和5年1月）
○会長としての心構え，地域に発信し続けること
〇定例会での委員間のコミュニケーションに配慮
〇地区会長同士の横のつながり，お互いの良い取り組みを
取り入れる

新潟県柏崎市の実践例

全民児連 View №226 令和5年2月に掲載 → 52



鹿児島県長島町の実践例
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●「愛知県推進方策」の全体における策定の効果

愛知県の実践例

■時代を反映する
○時代の地域ニーズを把握し、対処していく指針を協議しながら明確化できる
○各種福祉制度、施策の変化への対応と順応
→１００周年強化方策を参考として、新らたな項目を追加する等、感覚が敏感になる

■民生委員児童委員活動の強化と組織強化につながる
○活動を行うきっかけづくり→機運づくり、モチベーションアップにつながる
○地域にあった活動推進を図ることで、民生委員の存在意義のアピールや主体性を堅
持しつつ、民協の連帯性や活動の継続、活動の高まり等が実感できる
○活動の検証ができる
→１年ごとに強みや弱み、比較、進捗の確認ができ、自らの立ち位置を明確にすること
で、次の目標につなげることができる

■中長期計画のメリットは「思い」と、「時間をかけて成し得る計画（濃淡）を描け
る」こと
○単年度計画…事業項目の列挙がメインとなるなど構成が単純（Ｐ・Ｄ）
○中長期計画…思いや理念を掲げることができ、重点的な事業を積み上げをしていく
場合や、実施報告、実施方法、検証、評価、見直し等、総合的に掲げることができる
（Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ）
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●「愛知県推進方策」の策定の視点

■市町村民協、単位民協組織としての視点
○合意形成（プロセスを経る）ができ、連帯性、主体性、責任感の醸成につながる
○組織運営の明確化（具体的な取り組みが見えてくると、役割の明確化につながる）
○単位民協ごとの比較と方向性を見出すことができる（立ち位置）

○市町村全体への啓発（アピール）ができる（共通な方向性、地域性に合わせた具体的な
取り組み）

■単位民協の関係部会、各民生委員・児童委員の視点
○主体的に捉えて、具体的に掲示し活かすことができる（思いや理念、どう進めるかを描ける）
○実施した重点事業項目の検証（振り返り、進捗など）することができる

○民生委員児童委員活動の啓発普及（地域住民等に対して担当民生委員の周知、各種
活動周知、活動報告等、さらには関係機関等の理解度も増す）につながる
○統一した指針があると、個々の民生委員（特に新任等）への説得力が増し、意思伝達が
しやすく、連帯意識も高まる
○民生委員個人として魅力、やりがいの実感につながる→民協、個々の民生委員への評
価を促すことで（活動発表等）、将来的に、委嘱期間の延長、「なり手確保」にもつながる

■県レベルで作成する「活動強化方策」の効果
〇独自の「活動強化方策」を県レベルで実施するということは、市町村民児協会長の総意
であり、市町村への説得力が絶大であるとともに、主体性、指導力を継続できる（ 「研修
研究部会」が主導し、事務局がフォローする）体制が整っている

→愛知県における民生委員児童委員活動の羅針盤 55
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神奈川県の実践例
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